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古文書解読講座（基礎）　～古文書をはじめて学ぶ方を対象にしております～　　         　　　　　　３階多目的ホール 

　第３回　　「国典類抄Ⅲ」　　　　　　　　　
　　　期日：8月７日（土）　１３：３０～１５：００

　　   講師：県立図書館古文書班学芸主事　伊藤成孝・後藤富貴
　　　申し込み：今回は定員に達しましたので、締め切りとさせていただきました。１０月に同一内容で第Ⅱ期の講座を行

　　　　　　　　いますので、受講を御希望の方は第Ⅱ期の講座にお申し込み下さい。定員は２０名、参加費は無料です。

－今月県立図書館で開催される行事を紹介します－

－毎月テーマを決めて本の紹介をしています－

今月の主催事業のお知らせ

今月の県立図書館小展示の紹介

　 平成１６年度第４回展示　　　元気いっぱい夏休み！！　～頭と体のパワーアップ～

　　　　小中学校の夏休みにおける読み物、調べ学習や工作等の資料と、オリンピックイヤーに関連してスポーツの資料を

　　　展示、貸出しします。

　　　期間：平成１６年７月１９日（月）～８月２２日（日）　　　　　場所：２階閲覧室

古文書解読講座（専修）～古文書の解読を通して歴史を学ぶことに関心のある方を対象にしております～   ３階多目的ホール

     第１回　　「宇
  う つのみやもうこう

都宮孟綱日記」（午前の部），「北家日記」 （午後の部）　　　　
　　　期日： ８月３日（火），４日（水）  （両日とも同一内容です）  １０：３０～１５：００
　　　講師：県立図書館古文書班長　菊池保男，県立図書館古文書班嘱託　越中正一

　　　申し込み：定員は４０名、参加費は無料です。８月３日（火）の講座は定員に達し

　　　　　　　　ましたので、これから申し込まれる方は４日（水）の講座にお申し込み

　　　　　　　　下さい。往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記し、個人でお申し込

　　　　　　　　みください。返信用はがきを受講カードとします。

歴   史   講   座　 ～当館所蔵史料をもとに、秋田の歴史を深く学びたい方を対象にしております～                                    ３階多目的ホール
     第１回　　佐竹義和時代の文教政策　～「御

 ご  き かん

亀鑑」記事から～　　　　
　　　期日： ８月２６日（木） 　１３：３０～１５：００
　　　講師：県立図書館古文書班嘱託　加藤民夫

　　　申し込み：定員は４０名、参加費は無料です。往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記し、個人でお申し込みくだ

　　　　　　　　さい。返信用はがきを受講カードとします。定員になり次第締め切りとさせていただきます。

     　＜ 9月の行事予定 ＞

　     秋田ふるさとセミナー　第２回　９月７日（火）　県立近代美術館協議会会長　井上房子 氏　   場所：３階多目的ホール

　     歴史講座　  第２回　９月５日（日）　  「近世都市・城下町の構造」　　場所：３階多目的ホール

　     企画展示報告会「久保田城下町の建設と変遷」　９月２日（木）　  秋田会場：県立図書館  　　　　９月８日（水）     横手会場：かまくら館　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ９月 20 日（月）　大館会場：大館市中央公民館

昨年度の専修講座から
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          　は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日、１月４日が館内整理日

    です。ご利用は２階閲覧室の図書の閲覧のみとなり、貸出等は行いません）　  

－県立図書館の司書２人が毎回お勧めの本を紹介します－

書名　『北東北のシンプルをあつめにいく』　　堀井和子　著　　講談社　　2004
   イタヤ馬の表紙に誘われページをめくる。そこにはなんと、秋田銘菓「金

きん

萬
まん

」が写真入りで紹介されていた。著者いわく

「白あんの中身はさらっと軽やかで甘さも控えめなので、いくつでも食べられそうな気がする」とある。なぜか同感。

　本書の著者堀井氏は、東京生まれ、東京育ち、夫の実家の母が作る手料理の味とふるさと秋田の食材にとても感動してい

る。特に秋田のいちじくの奥深さは、生で食するより火を通すことでより風味が増すらしい。

　その他にも春は山菜、笹巻き、じゅんさい、夏はクジラ貝
か

焼
や

きなど、どれもこれも普段私たちが食べ慣れている秋田の味

を「おいしそう」に写真や文などを使い、スローフード、地産地消といったような食の話題を盛り込んだ郷土資料の一冊と

なっている。

　後半部分は、盛岡の味や特産品などの連絡先も掲載されているので、旅のお供にも便利だ。 

〔推薦者　椿田　清子〕

　ツール・ド・フランスという自転車のロードレースをご存じでしょうか。１９０３年にはじまり１００年の歴史を持つフ

ランスを一周する世界最高峰の自転車ロードレースです。アルプス、ピレネー両山脈の峠越えをそのコースに含み約２０日

間で３０００Ｋｍ以上を走るこのレースは世界一過酷なレースとしても知られています。今年、ランス・アームストロング

選手が前人未到の６連覇を達成しツールの歴史に名を残すこととなりましたが、この本はその副題のとおり、ツール・ド・

フランスの歴史を紹介する本です。

　本の題名に１００話とあるとおり、筆者が第１回大会（１９０３年）から第８９回大会（２００２年）までそれぞれの大

会ごとに印象に残った選手を挙げ、そのエピソードを紹介するという形でこの本は構成されています。ほぼすべてのエピソー

ドに当時のレースの写真が載っていることも当時のレース風景を思い浮かべる手助けとなります。また、所々に当時の選手

の練習風景やコースの様子などレースを取り巻く環境等についてのコラムがあり、現在との違いに驚かされます。

　レースにおいてアシストの選手はエースの選手を裏切ってはならない等、暗黙のルールというか了解といえるべきものが

いくつかありますが、その成り立ちや、それにまつわるエピソードについて知ることができ、自転車レースをより興味深く

見ることができるかと思います。

県立図書館司書がお勧めする一冊

けいじばん

８月の休館日のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

書名　『ツール 100 話  ツール・ド・フランス 100 年の歴史』     安家達也   著      未知谷     2003 〔推薦者    貝田　浩樹〕

 ・ 忘れ物、落し物のないように気をつけてください。
　　　
　　県立図書館では館内で拾得した物品を、閲覧室入口前のショーケースに一定期間展示しており、所有者が現れない場合は、
　秋田警察署に届けております。平成１５年度にこのような処置をした忘れ物、落し物のベスト３が上記のとおりです。その

　ほかには、シャープペンシル・ノート等の文具用品類やハンカチ・手袋等の衣料品類が多く見受けられます。本に親しむ利

　用者が多い図書館で本が忘れ物No.1 ではブラックユーモアにもなりかねません。どうぞご注意を！！

第 1位　本　５４冊 第２位　傘　３２本 第３位　カギ　２１個

土日・祝日・館内整理日

　平　　　　　　　日
午前１０時～午後８時（４月～１０月）

休館日の図書の返却は、入口のブックポストへお願いいたします。

開　 　館　 　時　 　間

午前１０時～午後 5時

午前１０時～午後７時（１１月～３月）


